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寒くなったら、ごはんが減った！
どうする？

ヒドリガモ 芦ノ湖にて食事中



寒くなったら、ごはんが
減った！ どうする？

？獣はどうやって冬を過ごす？ →冬毛、冬眠
？虫はどうやって冬を過ごす？ →卵、さなぎ、冬眠、渡り

記：伊豆川

春

冬

秋 寒くなると
虫が減る

おなかすいた～

やっぱり
肉だぜカラ類（ヤマガラ、

シジュウカラ等）
ホオジロ類等

キツツキ類、
ジョウビタキ
ルリビタキ

Ａタイプ
植物の種で
飢えをしのぐ

Bタイプ
冬でも一生懸命、
虫を探す

Cタイプ
渡り鳥
冬でも虫が食べれる
南国へ渡る

冬でも虫が発生
暖地で越冬

夏

途中で一部
死んでしまう

虫が食べ
れるぜ

夏に虫が大発生する
北の大地を目指そう！

繁殖期だ！
でも子育てするには餌
(虫)が足りない（T_T）

●暖地（亜熱帯、熱帯）ほど
夏冬の気温差が少ないので、
夏の虫の大発生がない。
●寒冷地（温帯、亜寒帯、
亜高山）ほど夏に虫が大発生。

夏鳥 オオルリ
キビタキ
ツバメ

渡
り

渡
り

渡り

渡
り

途中で一部
死んでしまう

体力の限界！
もう飛べない

ヒナに栄養価の高い餌
(動物質)をたくさん給餌

♪ごちそう天国♪

人生は賭けだ！
ハイリスク
ハイリターン

低カロリーだが
無いよりまし

冬だけベジタリアン
ローリスク、
ローリターン

帰ってきたぜ

答えは1つとは限りません。行動の違いが多様性を生みます。







箱根小話いろいろ

記：白土信子
記憶と記録

紅葉の季節も終わり、ススキ草原も静かになります。冬到来、しかし自然界は少
しずつ動いています。

野山遊び好きの私は、冬ならではの楽しみを求めはらっぱへ。日だまりの木の根
元にはテントウムシが集まっています。少し浮いた木の皮のところにはカメムシ
が・・・のぞいてはそっともどします。

暖冬といわれています近年、長い霜柱、芦ノ湖の岸辺での氷も見られなくなって
います。
元箱根で生まれ育った年配の方に聞いた話ですが、子供のころ精進が池（国道1
号線沿いにある）でスケートをして遊んだそうです。
箱根の正月を彩る大学駅伝ですが、寒かったころの箱根、芦之湯、元箱根の人た
ちが、登ってくる学生たちを提灯を持って、迎えに行ったそうです。

冬の楽しみ、芦ノ湖での水鳥観察、庭ではヤマガラ、シジュウカラ、メジロ、エ
ナガなど。
いつの間にかナンテン、ヤブコウジ、マンリョウの実がなくなっていますが、鳥
たちの声に癒やされます。
シモバシラ、シソ科の植物で秋に花が咲きます。そのあと枯れた状態の茎の水分
が冷えた凍り、氷の花を咲かせてくれます。12月も終わりのころでしょうか、
冷えた朝ほどきれいな氷り花、気温が上がると解けてしまいますが、2、3回は
繰り返します。
悪天候の日は静かに記憶をたどりながら、記録を確かめ春を待ちます。

2021年9月20日
シモバシラの花

2022年12月19日撮影
シモバシラ(白土家の園芸種です)





五感で楽しむビジターセンター周辺の自然観察会。整備された遊歩道をゆったり歩きますので、

安心してご参加ください。

日時：毎週日曜日10:00～正午ごろ

集合：箱根ビジターセンター玄関前

費用：無料

※申込は特に必要ございませんが、団体(10名以上)の場合や、ご心配な点があれば、

事前にお問い合わせください。都合により開催出来ない日は、HPにて案内させていただきます。

イベント情報

お知らせ

ツキノワグマ目撃情報

2023年11月6日
明星ヶ岳山頂周辺(フンの発見のため出没日時は不明)・金時山ハイキングコース付近

ツキノワグマは、元来臆病な性格なので、積極的に人を襲うことはありません。
人身事故を防ぐには「クマと遭わない」「クマを引き寄せない」ことが第一です。

◎鈴などを身につけ、人の存在を知らせる。
◎家庭ゴミの他、廃棄果樹や野菜、弁当の残りなどエサとなる食物を適切に処理する。
◎無責任な餌やりは行わない。

本格的な冬の到来前に、活動が活発になります。
箱根は国立公園であり、ツキノワグマをはじめ、シカやイノシシ、その他数多くの生き物の住処
です。基本的な対策はどの野生動物に対しても同じです。
人と動物が共に安心して暮らせる箱根であり続けるため、ご協力をお願いいたします。

箱根ビジターセンター
年末年始の休館日

【12月28日～1月3日】

冬は雪が降っていなくても、路面凍結などに
よるスリップ事故も多くなってくるため、
車でのお出かけの際はスタッドレスタイヤと
安全運転で箱根をお楽しみください。

ビジターセンター周辺 察会感

2023冬鳥渡来情報

10/14 早川 オシドリ
10/22 VC ジョウビタキ、
             芦ノ湖 キンクロハジロ、ホシハジロ
10/26   芦ノ湖 オオバン
11/1     早川 マガモ、コガモ
11/2     VC シロハラ
11/9     金時山 ウソ
11/15   VC ツグミ



編集・発行：箱根自然解説活動連絡協議会

〒250-0522 神奈川県足柄下郡箱根町元箱根164  箱根ビジターセンター内

TEL：0460-84-9981

箱根ビジターセンター

http://hakonevc.sunnyday.jp/

Email：hakone-vc@kanagawa.email.ne.jp

開館時間 ９：00～17：00（最終入館は16：30）

休館日 毎月第2・4月曜日（祝日の場合は翌火曜日）、12月28日から1月3日

管理・運営 一般財団法人自然公園財団箱根支部

箱根ビジターセンター周辺 自然歳時記
見どころ 本格的な雪のシーズンが始まる。

雪上の足跡観察が楽しみ。

ビジターセンターから見える白クマさん

（冠ヶ岳）

そ の 他  ウスタビガ繭・クワコ繭

1月

見どころ ヤドリギにヒレンジャク・サクラの花芽にウ

ソが群れる。

鳥の古巣を見つけよう。

開花植物 オオイヌノフグリ・ヒメオドリコソウ

そ の 他  ヤマアカガエル産卵、イノシシ土耕跡・モグ

ラ塚目立つ

2月

見どころ 冠ヶ岳初冠雪

冬芽・樹皮観察を楽しもう

開花植物 アセビ・オニシバリ・サザンカ・ヤブツバキ

実  アオキ・ガマズミ・アオツヅラフジ・

 ツルシキミ・ヤドリギ・ツルリンドウ

冬鳥(～2月) ジョウビタキメ・ツグミ・ウソ・シロハ

ラ・マヒワ・ルリビタキ・カシラダカ・アオジ・芦ノ湖

カモ類等

12月

冬のビジターセンター

アセビ

箱根ビジターセンターは国立公園・箱根地域の自然情報を発信しています。

周辺(湖尻園地)は明るい森の中に芝生広場や自然観察路が広がっており、春夏秋

冬、それぞれに見どころがたくさんあります。

ウソ

ヒレンジャク

白クマさん
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